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平
成
27
年
度
北
信
州
植
樹
祭
が
６
月
６
日
に
、
木
島
平
村
や
ま
び
こ
の
丘

公
園
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
木
島
平
村
村
制
60
周
年
記

念
及
び
木
島
平
村
・
調
布
市
交
流
30
周
年
記
念
植
樹
と
北
信
猟
友
会
の
野
鳥

の
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
が
併
催
行
事
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
北
信
州
林
業
賞
及
び
林
業
関
係
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
木
島
平
村
中
部
地
区
財
産
管
理
会
が
、
北
信
州
林
業
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

木
島
平
村
中
部
地
区
財
産
管
理
会
で
は
、
地
区
の
森
林
整
備
を
長
年
に
わ

た
り
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

久
々
に
降
雨
の
中
で
の
植
樹
祭
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
調
布
市
関
係
の
方
も
含
め
た
い
へ

ん
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
植
樹
作
業
も
た
い
へ

ん
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
樹
と
し
て
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
３
本
植
え

ら
れ
、
植
栽
樹
種
と
し
て
は
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

300
本
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

200
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

北
信
猟
友
会
で
野
鳥
の
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
実
の
な
る
木
と
し
て
ナ
ナ
カ
マ
ド
20
本
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
標
柱
も
、
来
賓
と
主
催
者
に
よ
る
植
樹
祭

記
念
標
柱
の
ほ
か
、
村
制
記
念
標
柱
と
交
流
記
念

標
柱
が
関
係
者
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

植
樹
会
場
は
、
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
に
向
か
う

途
中
の
道
路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

数
年
先
に
は
、
春
は
サ
ク
ラ
の
花
が
、
秋
は
美

し
い
紅
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
に
お
出
か
け
の

際
に
は
、
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

北
信
州
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

木
島
平
村
中
部
地
区
財
産
管
理
会
が
北
信
州
林
業
賞
を
受
賞

記念標柱を囲んで来賓と主催者

植樹作業風景
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平成２７年度安全大会を開催しました。
………　全ての役職員が労働安全に真剣に取り組みます　………

平
成
27
年
度
の
安
全
大
会
を
、
８
月
５
日
に
飯
山
市
の
び
っ
く
わ
ん
で
来
賓
、
役

職
員
、
協
力
会
社
な
ど

104
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、「
安
全
衛
生
管
理
特
別
指
導
事
業
場
」
の
指
定
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
昨
年
の
労
働
安
全
へ
の
取
組
成
果
と
し
て
、
４
日
以
上
休
業
が
ゼ
ロ
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
気
の
緩
み
が
あ
っ
た
の
か
、
４
日
以
上
休
業
を
一
件

発
生
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
長
以
下
、
業
務
委
員
会
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
し
、

組
合
と
し
て
労
働
安
全
に
総
力
を
上
げ
て
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
は
春
先
か
ら

管
理
す
る
立
場
の
技
術
職
員
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
今
回
は
、

直
営
班
の
安
全
取
組
宣
言
に
加
え
て
、
技
術
職
員
に
よ
る
安
全
宣
言
を
行
い
、
労
働

安
全
は
全
役
職
員
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て

確
認
し
ま
し
た
。

安
全
講
話
で
は
、
近
年
の
職

員
の
健
康
診
断
で
有
所
見
が
多

数
い
ま
す
。

良
い
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
、
健
康
第
一
で
あ
り
、
そ
れ

が
労
働
安
全
に
も
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
長
野
県
健
康
づ
く
り

事
業
団
の
保
健
師
で
あ
る
伊
藤

茉
生
氏
に
、
今
か
ら
始
め
よ
う

生
活
習
慣
病
予
防
と
題
し
て
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

喫
煙
、食
生
活
の
乱
れ
な
ど
、

普
段
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
、

健
康
に
つ
い
て
考
え
直
す
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

安
全
大
会
で
は
、
協
力
事
業
体
12
社
の
中
か
ら
、
昨

年
度
の
労
働
安
全
活
動
に
特
に
優
秀
な
会
社
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
作
業
路
開
設
を
担
当
し
て
い
る
、
佐
藤

重
機
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

直
営
班
に
つ
い
て
は
労
災
事
故
、
車
両
、
重
機
、
機

械
工
具
な
ど
の
物
損
事
故
が
少
な
く
優
良
で
あ
っ
た
、

林
産
の
松
本
班
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
も
事
務
方
も
真
剣
に
労
働
安
全
に
向
き
合
い
、

全
て
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
安
全
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

職
場
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
中
で
技
能
職
員
と
し
て
新
卒
採
用
し

た
、
松
本
班
の
横
田
君
と
、
萬
場
班
の
西
條
君
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
同
会
場
で
出
席
し
た
役
職
員
と
協
力

事
業
体
の
皆
さ
ん
と
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
一
堂
に
会
す
の
は
年
に
一
回
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
て
歓
談
し
、
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

安全推進優秀会社に佐藤重機
…直営班からは松本班が表彰される。…

昨
年
度
の
４
日
以
上
休
業
一
件
、安
全
意
識
の
向
上
を

気
の
緩
み
が
重
大
災
害
を
発
生
さ
せ
る
。

安全推進優秀会社・直営班の表彰

長野県健康づくり事業団の伊藤茉生氏

新人の紹介
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第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
６
月
５
日
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構
の
理
事
会
に
お
い
て
、
来
年
、
長
野
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
全
国
植
樹
祭
の
開
催
日
が
、
６
月
５
日
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
を
式
典
会
場
と
し
、
県
下
各
地
に
県
民
植

樹
祭
会
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
北
信
州
地
域
で
は
飯
山
市
で

県
民
植
樹
祭
会
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
で
の
記
念
式
典
で
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
に
よ
る
、
お
手
植
え
、
お
手
播
き
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
式
典
参
加
人
数
は
５
千
人
規
模
で
行
わ

れ
、
10
月
か
ら
広
く
県
民
か
ら
参
加
者
の
募
集
が
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
県
の

広
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
民
植
樹
祭
へ
の
参
加
は
、
北
信
地
方
事
務
所
や
飯
山
市

な
ど
か
ら
参
加
者
の
募
集
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

組
合
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
30
日
に
鹿
島
槍
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
「
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
県
民
の
集
い
」（
全
国
植
樹
祭

一
年
前
イ
ベ
ン
ト
）
で
、
当
組
合
の
全
国
植
樹
祭
へ
の
資
金
協

賛
に
対
し
て
、
阿
部
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
空
の
中
に
北
ア
ル
プ
ス
の
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
背
景

に
し
た
、
た
い
へ
ん
美
し
い
景
色
の
中
で
、
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
組
合
か
ら
は
中
山
組
合
長
が
出
席
し
て
、阿
部
知
事
か
ら
、

ヒ
ノ
キ
板
で
作
ら
れ
た
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
代
の
ミ
ス
日
本 

み
ど
り
の
女
神
の
佐
野
加
奈
さ

ん
も
参
加
さ
れ
、
美
し
い
景
色
の
中
、
よ
り
華
や
か
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

当
組
合
に
知
事
か
ら
感
謝
状
贈
呈

大町市で行われた「ふるさとの森林づくり県民の集い」　鹿島槍ヶ岳を望む会場
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来
年
の
全
国
植
樹
祭
の
前
日
、
６
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
第
45
回
全
国
林
業
後
継
者

大
会
の
会
場
と
な
る
飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

７
月
23
日
に
飯
山
市
で
全
国
林
業
後
継
者
大
会
後
催
県
指
導
会
議
が
、
今
年
の
開
催
県

の
石
川
県
、
次
期
開
催
県
の
長
野
県
、
そ
し
て
次
の
次
開
催
の
富
山
県
か
ら
関
係
者
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
県
か
ら
は
準
備
か
ら
運
営
ま
で
の
詳
細
と
工
夫
し
た
事

な
ど
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

翌
日
は
長
野
県
の
開
催
会
場
と
な
る
、
建
設
中
の
飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」

を
見
学
し
、
飯
山
市
と
設
計
を
行
っ
た
隈
研
吾
事
務
所
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
施
設
に
は
県
産
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
既
に
カ
ラ
マ
ツ
集
成

材
の
梁
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
月
に
は
完
成
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

当
組
合
で
も
、
来
年
の
総
代
会
は
飯
山
市
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当

施
設
を
ぜ
ひ
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
開
催
さ
れ
ま
す
全
国
植
樹
祭
で
植
樹
す
る
苗
を
、
長
野
県
か
ら

来
春
ま
で
預
か
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で
は
全
国
植
樹
祭
の
開
催
時
期

ま
で
、
県
下
の
家
庭
や
企
業
、
団
体
等
で
育
て
て
い
た
だ
き
、
全
国
植

樹
祭
に
向
け
て
県
民
の
機
運
の
高
揚
と
と
も
に
、
県
下
全
域
で
緑
を
増

や
す
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、「
マ
ユ
ミ
」

120
本
を
預
か
り
本
所
で
管
理
を
し
て
い

ま
す
。

５
月
末
に
苗
木
が
届
い
て
か
ら
、
毎
日
、
職
員
が
交
代
で
水
や
り
を

し
た
り
し
て
、
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
に
全
国
植
樹
祭
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
看
板
を
付
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

林
業
界
に
と
っ
て
両
陛
下
の
ご
臨
席
賜
る
全
国
植
樹
祭
は
、
最
大
の

行
事
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

建
設
が
進
む
飯
山
市
文
化
交
流
館『
な
ち
ゅ
ら
』

第
45
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
会
場

マ
ユ
ミ

120
本
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

苗木のホームスティ
実施中です！
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合
併
か
ら
14
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
間
に
連
絡
が
取
れ
な
い
組
合
員

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。後
継
者
の
所
帯
が
別
に
あ
り
、亡
く
な
ら
れ
た
後
に
届
け
出

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、担
当
の
総
代
・
参
与

委
員
・
連
絡
員
さ
ん
も
連
絡
先
が
不
明
と
の
こ
と
で
、今
回
皆
さ
ん
に
お
尋
ね
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

連
絡
先
等
ご
存
じ
の
方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
、本
所
・
支
所
に
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、お
願
い
し
ま
す
。

中
野
支
所

山
崎　

章

山
本　

奇
世
人

山
ノ
内
支
所

山
口
屋
ホ
テ
ル

宮
崎　

昇

関　

金
三
郎

山
本　

ミ
ヨ
シ

湯
本　

祥
吉

松
本　

信
男

吉
池　

佐
之
治

下
田　

正
敏

野
竹　

春
三

木
島
平
支
所

奥
隅　

健
之

宮
沢　

政
晴

芳
川　

有
三

大
原　

聆
子

山
田　

浩
平

白
川　

悦
夫

野
沢
温
泉
支
所

品
沢　

邦
治

佐
藤　

清
和

上
野　

将
英

片
桐　

正

佐
藤　

栄
治

山
崎　

孝
人

豊
田
支
所

丸
山　

愛
子

石
沢　

幸
作

西
野　

隆

中
島　

ナ
ミ

尾
口　

治
道

中
村　

昭
夫

畠
山　

初
雄

小
橋　

京
子

滝
沢　

茂

松
橋　

裕
文

三
井　

貴
美

町
田　

裕
一

田
村　

幸
照

ナ
カ
ジ
ョ
ウ

エ
ス
テ
テ
イ
ク
ス
㈱

飯
山
支
所

青
松　

恒
夫

村
松　

清
次

東　

茂

広
瀬　

久
子

中
條　

喜
美
江

宮
嶋　

富
子

藤
沢　

旗
誠

丸
山　

い
ち

出
沢　

重
忠

川
久
保　

和
行

佐
藤　

春
夫

森
山　

国
土

丸
山　

勝
事

丸
山　

吉
郎

坪
井　

賢
二

樋
口　

忠
一

斉
藤　

一
郎

小
田
切　

昭

月
岡　

幹
人

斉
藤　

直
一

斉
藤　

ま
つ
子

斉
藤　

源
治

飯
山
支
所

高
橋　

米
子

栗
田　

久
信

村
松　

清

石
田　

人
士

江
村　

あ
さ
の

大
應
寺

市
村　

昭
一
郎

福
沢　

義
郎

５
月
19
日
、当
組
合
の
２
階
会
議
室
で
長
野
県
に
よ
る
若
者
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
阿
部

知
事
も
出
席
さ
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

若
者
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、概
ね
20
～
30
歳
代
の
方
を
対
象
に
、平
成
26
年
度
か
ら
シ

リ
ー
ズ
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
回
は
第
２
回
目
で
北
信
地
域
の
開
催
で
、当
組
合
が
会
場
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、メ
ン
バ
ー
を
変
え
な
が
ら
の
意
見
交
換
を
終
え
、各
テ
ー
ブ

ル
か
ら
の
全
体
報
告
。「
地
元
を
知
る
こ
と
が
楽
し
む
基
本
」「
住
ん
で
い
る
人
自
身
が
楽
し
ん

で
い
る
こ
と
が
一
番
の
呼
び
込
み
」と
い
っ
た
意
見
や
、「
も
っ
と
こ
の
地
域
を
発
信
し
て
い
く

べ
き
」「
女
性
が
集
ま
れ
ば
男
性
も
や
っ
て
く
る
」、「
森
林
等
の
地
域
資
源
を
も
っ
と
仕
事
に
活

用
す
る
」と
い
っ
た
話
題
や「
ア
ウ
ト
ド
ア
や
自
然
等
の
こ
の
地
域
の
貴
重
な
財
産
を
よ
り
素

晴
ら
し
い
魅
力
に
し
て
い
く
た
め
に
は
」と
い
っ
た
課
題
、更
に
は「
こ
の
地
で
活
躍
す
る
か
っ

こ
い
い
人
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
」「
今
日
の
よ
う
な
こ
う
い
う
場
を
計
画
し
て
い
き
た
い
」と

い
っ
た
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は「
か
っ
こ
い
い
人
や
新
し
い
暮
ら
し
方
、新
し
い
仕
事
を
や
っ
て
い
る
人
達
を

も
っ
と
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、『
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に
暮
ら
し
い
て
る
じ
ゃ
な
い
か
！
』『
あ
あ
い
う

暮
ら
し
を
し
た
い
！
』な
ど
も
っ
と
発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。」と
、意
見
交
換
を
通
じ
た
感

想
が
あ
り
、最
後
は
進
行
役
の
倉
根
さ
ん
か
ら
の
総
括
コ
メ
ン
ト
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
）

若
者
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
地
域
に
若
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
」

※個人情報保護規程により住所等は記載できません。

よろしく
お願いします。

所在不明組合員の連絡先さがしています。

6



地
域
山
林
の
紹
介
④

犬
飼
福
島
森
林
保
護
組
合（
飯
山
市
）

歴　

史

施　

業

犬
飼
福
島
森
林
保
護
組
合
の
森
林
は
、
飯
山
市
東

部
の
瑞
穂
地
区
に
位
置
し
、
万
仏
山
を
臨
む

230
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
の
山
林
で
す
。

瑞
穂
地
区
福
島
の
最
上
部
に
は
万
仏
山
を
背
に
し

て
、「
共
有
山
整
理
記
念
碑
」
が
建
っ
て
お
り
、
こ

の
石
碑
碑
文
に
よ
る
と
、
明
治
初
め
当
時
の
犬
飼

村
戸
長
小
林
三
左
衛
門
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
地
域

の
共
有
地
や
各
区
の
持
山
が
官
林
に
編
入
さ
れ
る
際

に
、
国
に
折
衝
し
て
村
有
林
と
し
て
存
続
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
後
飯
山
市
へ
の
合
併
に
際
し
、
市
有

林
名
義
と
な
り
、
地
元
瑞
穂
財
産
区
へ
引
き
継
が
れ
、

元
来
の
所
有
者
で
あ
る
犬
飼
福
島
森
林
保
護
組
合
が

実
質
管
理
を
行
な
う
に
至
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
共
有
地
と
し
て
萱
刈
り
場
、
薪
炭
採

取
、
桑
・
楮
の
栽
培
等
で
希
望
者
に
貸
付
た
り
、
立

木
売
却
代
金
で
、
近
隣
小
学
校
の
改
築
、
保
育
園
の

新
設
、
給
食
室
や
プ
ー
ル
の
整
備
、
消
防
器
具
の
整

備
等
に
助
成
す
る
な
ど
地
域
の
人
達
に
大
変
喜
ば
れ

た
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
住
民
の
重

要
な
水
源
地
域
で
あ
り
、
組
合
有
林
を
含
む
周
辺
一

帯
が
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
要
樹
種
は
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
前
半
に
植

林
さ
れ
た
ス
ギ
で
、
現
在
は
立
派
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
組
合
員
の
出
役
で
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
委
託
で
の
施
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
近
年
は

北
信
州
森
林
組
合
と
長
期
委
託
契
約
を
結
び
、
平
成
26
年

度
か
ら
は
、
周
辺
の
個
人
有
林
を
含
め
た
境
界
の
明
確
化

を
始
め
、
ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
高
性
能
林
業
機
械
を
活

用
し
た
搬
出
間
伐
な
ど
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
施
業

を
計
画
的
に
行
い
始
め
ま
し
た
。

共有山整理記念碑

北和栗団地　（間伐現場名：大木久保 )
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編集後記
今年は年初めから大北森林組合問題がマスコ

ミに取り上げらましたが、ようやく県の調査も最
終報告が出され、この問題も司法へと移っていく
ようです。

組合員の皆様には、たいへん心配された方も
居られるかと思いますが、当組合ではコンプライ
アンス態勢、組合ガバナンスもしっかりしており
ますので安心してください。

これからも健全運営を行ってまいります。

今年の笹の葉買取り終了しました。

相
続
な
ど
で
組
合
員
名
義
が
変
わ
る
時
や
、引
っ

越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
る
時
は
、異
動
届
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、届
け
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

異
動
届
の
様
式
は
、本
所
・
支
所
に
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
に
お
越
し
い
た
だ
け

れ
ば
、記
入
の
仕
方
を
説
明
し
て
様
式
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、都
合
の
付
か
な
い
方
は
、電
話
で
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、

北
信
州
森
林
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
組
合
員
の
方

へ
」を
ク
リ
ッ
ク
で
開
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、異
動
届

様
式
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
入
手
い
た
だ
け
ま
す
。

先
の
ペ
ー
ジ
で
所
在
不
明
組
合
員
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
て
い
ま
す
が
、組
合
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
届
出

が
な
い
と
台
帳
記
載
事
項
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
の

で
、必
ず
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、異
動
届
の
提
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
本

所
・
支
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
か
ら
始
め
ま
し
た
笹
の
葉
の
買
取
り
で
す
が
、飯
山
支
所
で
２
名
の
方
に
出

荷
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
の
で
、取
引
先
の
小
林
多
男
商
店
か
ら
直
接
指
導
に
来
て
い

た
だ
き
、葉
の
形
状
、大
き
さ
な
ど
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
、３
万
２
千
枚
を
出
荷
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、規
格
外
と
な
る
も
の
は
１
枚
も

な
く
、全
て
優
良
な
も
の
を
出
荷
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雪
の
多
い
岳
北
地
区
で
は
、積
雪
に
よ
り
笹
が
被
圧
さ
れ
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、翌
年
に
生
え
て
い
る
笹
は
全
て
新
芽
だ
け
と
な
り
、採
取
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

６
月
か
ら
の
採
取
と
な
り
ま
す
が
、採
取
後
に
は
再
び
葉
が
出
て
き
て
規
格
の
サ
イ
ズ

に
な
れ
ば
、何
度
か
採
取
で
き
る
よ
う
で
す
。今
年
、出
荷
さ
れ
た
方
は
所
有
山
林
が
家

の
裏
だ
っ
た
り
、家
の
近
く
だ
っ
た
り
と
、た
い
へ
ん
条
件
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

来
年
も
引
き
続
き
買
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
多
く
の
方
に
出
荷
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

異
動
届
お
願
い
し
ま
す
。

相
続
や
住
所
変
更
の
時
は
異
動
届
の
提
出
を

出
荷
い
た
だ
い
た
方
の
意
見

チ
ラ
シ
に
は「
１
日
１
万
枚
採
れ
る
」と
い
う
よ

う
な
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、自
分
に
は
あ
の

ペ
ー
ス
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

で
も
、当
初
の
買
取
価
格
で
は
、や
る
価
値
は
ど
う

か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、１
枚
２
円
に
し
て
も
ら
っ
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。

私
は
、１
週
間
に
２
、３
回
し
か
採
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、思
っ
た
よ
り
笹
の
葉
も
採
れ
た

の
で
、や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

８
月
に
最
後
の
葉
っ
ぱ
が
採
れ
る
の
で
は
？
と
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、規
格
の
サ
イ
ズ
に
満

た
な
く
、ツ
ル
性
の
草
が
生
い
茂
っ
た
り
、葉
の
色
も

変
色
し
て
採
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
所
の
人
達
に
話
し
を
し
て
来
年
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
３
万
２
千
枚
の
出
荷
が
あ
り
ま
し
た
。


